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第　 1　問

nを自然数とする．

(1) n個の複素数 zk (k = 1, 2, · · · , n)が

0 ≦ arg zk ≦ π
2

をみたすならば，不等式

z1
2
+ z2

2
+ · · ·+ zn

2 ≦ z1 + z2 + · · ·+ zn
2

が成り立つことを示せ．

(2) n個の実数 θk (k = 1, 2, · · · , n)が

0 ≦ θk ≦ π
2
かつ cos θ1 + cos θ2 + · · ·+ cos θn = 1

をみたすならば，不等式
√
n− 1 ≦ sin θ1 + sin θ2 + · · ·+ sin θn

が成り立つことを示せ．
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第　 2　問

素数 p，q に対して

an = pn − 4(−q)n (n = 1, 2, 3, · · · )

によって整数 an を定める．ただし，p > 2q とする．

(1) a1 と a2 が 1より大きい公約数mをもつならば，m = 3であることを示せ．

(2) an がすべて 3の倍数であるような p，qのうちで積 pqが最小となるものを求めよ．
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第　 3　問

nを 3以上の自然数とする．点 Oを中心とする半径 1の円において，円周を n等分す
る点 P0, P1, · · · , Pn−1 を時計回りにとる．各 i = 1, 2, · · · , nに対して，直線 OPi−1，
OPi とそれぞれ点 Pi−1，Pi で接するような放物線を Ci とする．ただし，Pn = P0 とす
る．放物線 C1, C2, · · · , Cn によって囲まれる部分の面積を Sn とするとき， lim

n→∞
Sn を

求めよ．
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第　 4　問

実数 a，r に対し数列 {xn}を{
x1 = a,

xn+1 = rxn(1− xn) (n = 1, 2, 3, · · · )

で定める．

(1) すべての nについて xn = aとなるような aを求めよ．

(2) x2 \= a，x3 = aとなるような aの個数を求めよ．

(3) 0 ≦ a ≦ 1となるすべての aについて 0 ≦ xn ≦ 1 (n = 2, 3, 4, · · · )が成り立つよ
うな r の範囲を求めよ．
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第　 5　問

座標平面上に直線 l : x sin θ+y cos θ = 1
(
0 < θ < π

2

)
がある．不等式 x ≧ 0，y ≧ 0，

x sin θ+ y cos θ ≧ 1が表す領域をD，不等式 x ≧ 0，y ≧ 0，x sin θ+ y cos θ ≦ 1が表す
領域を D′ とする．
D 内に半径 R の 2つの円 C1，C2 を，C1 は l と y 軸に接し，C2 は l と x軸に接し，

さらに C1 と C2 が外接するようにとる．また D′ 内に半径 r の 2つの円 C ′
1，C ′

2 を，C ′
1

は lと y 軸に接し，C ′
2 は lと x軸に接し，さらに C ′

1 と C ′
2 が外接するようにとる．

(1) r
R
を θ で表せ．

(2) θ が 0 < θ < π
2
の範囲を動くとき， r

R
のとりうる値の範囲を求めよ．
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